
第３２５６号日曜日　　５ ２０１７年（平成２９年）１月１日 本　願　寺　新　報

特集「新たな歩み」

　

れ
ら
げ
上
り
取
で
集
特
の
回
今

ブ
サ
・
系
報
情
、
は
動
活
る
い
て

く
づ
所
場
居
・
系
能
芸
・
系
ル
カ

、
ど
な
い
添
り
寄
の
へ
者
他
・
り

と
こ
る
じ
論
に
り
く
く
と
ひ
ら
か

境
「も
れ
ず
い、
が
ん
せ
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と
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と
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を
り
が
な

る
え
言
と
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て
し
通
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て
し
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動
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迎
の
へ
潮
風
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社
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ら
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義
法
ご
の
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真
土
浄
「」
合

仏
と
ん
ち
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て
れ
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ん
せ
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れ
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も
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頼
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